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RUN σ σ眈　　　σ。　　　σ〃 〃半（c皿／s）（㎝／S）（㎝／S）（㎝／S）（Cm／S）













































































































































































































































RUN2 θ POLσo σ1 σ2 σ3 σ4 ■ 肌D σ（m）（deg） （dB） （dB） （dB） （dB） （dB）（deg）（deg）（m／S）
T 33025 H 一10．0 0IO0．4 一0．4 0．0 106 50 4．O
干 33025 H 一10．4一0．2 O．8 0．0 0．ユ 78 50 4．O
了 33025 H 一9．8 0．2 0．9 0．O一0．3 92 50 4．0
干一 33035 H 一20．8 0．7 1．1 O．5一0．8 52 30 6．0
干一 33035 H 一21．1 1．5 1．3 0．5一0．5 48 30 6．O
T 33045 V 一24141．5 2．7 0．O 0．0 64 58 4．8
干一 33045 V 一23．7 0，7 2．7 一1．2一0，1 60 58 4．8
T 33045 V 一25．0 O．2 2．6 一0．5一0．2 58 58 4．8
↑一 33025 V 一14．2 0．7 1．3 一0．7一0，5 61 50 4．9
干一 33025 V 一14．8 1．2 0．9 0．6一0．2 64 50 4I9
丁一 33025 V 一14．2 2．2 O．1 0．1 1．0 50 50 4．9
干一10一ユ23045 H 一29．9 2．6 1．9 一0．5一0．4 103 90 4．9
干一 23045 H 一30．3 1，7 2．3 一0．7 0．4 1ユ8 90 4．9
T 23045 H 一31．3 1，4 1．0 一0．6 0．2 113 90 4．9
丁 ユ1－123035 H 一25．4 1，6 1，7 0．1 0．0 77 85 4．2
デー 3035 H 一25．7 1．4 1．7 一0．8 0．O 73 85 4．2
デー 23025 H 一16．0一0．2 2．2 0．4一0．7 90 90 3．7
デー 23025 H 一16．0 0．8 1．2 0．5一0．5 92 90 3．7
デー 23025 H 一ユ6．9 0．5 2．1 0．O一0．3 93 90 3．7
〒一 33053 V 一17．3 1．1 3．1 一0．5一0．4 ユ31 155 8．8
デー 33053 V 一17．5 0．8 2．8 0．1 一0．3 132155 8．8
〒一 33053 H 一23．7 1．6 3．3 0．ユ 一0．4 168155 8．8
干一 33053 H 一23．0 2．4 2．3 一0．！ 一0．6 1701558．8
｝一 33045 V 一41．7 1．5 4．3 0．0 1．2 85 ユ20 0．7
｝一 33045 V 一39．4 1．8 3．4 0．4一1．1 92 ！20 0．7
｝一 33045 V 一39．8 1．4 2．8 O．9 0．2 90 120 0．7
｝一 33035 V 一30．2 O．3 3．3 0．7 0．1 11O 81 1．7
｝一 33035 V 一29．9 2．4 3，8 0．0一2．2 ユ28 81 1．7
｝一 33035 V 一29．8 1．3 5．3 一0．7一0．8110 81 ユ．7
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2RUN θ POLα0 σ1 σ2 α3 σ4 ／ πD σ（m）（deg） （dB） （dB） （dB） （dB） （dB）（deg（deg）（｝s）
G－3－433035 V 一29．8 ユ．7 5．3 一〇、ユ 一0．9 ユ03 81 1．7
G－3－533035 V 一30．3一2．2 4，1 0．7 O．7 80 81 1，7
G－3－633035 V 一29．3 2．ユ 4．ユ 0．3一0．3 95 8ユ ユ．7
G－4－133025 V 一ユ5．1 0．8 3．2 0．1 一〇．4 110 84 2．7
G－4－233025 V 一15．7 O．5 3．7 一0．4一〇．5 ユ03 84 2．7
G－4－333025 V 一16．O 0，5 3．2 0．O一1．2 10884 2．7
G－4－433025 V ’15．2一0．6 3．3 O．4一1．3 10584 2．7
G－4－533025 V 一15．2一0．ユ 2．6 一0．2一1．4 80 84 2．7
G－4－633025 V 一ユ5．5 0．O 3．9 一1．1 一〇、3 93 84 2．7
G－6－133045 H 一2ユ．4 1．3 2．8 0．ユ 一0．3 32 18 8、ユ
G－6－233045 H 一2ユ．6 2．4 2．2 一0．ユ 一0．7 40 18 8．1
G－6－333045 H 一21．0 ユ．8 2．7 一0．5一0．ユ 34 18 8．1
G－7－133035 H 一ユ5．3 ユ．4 1，5 一〇I4一0．7 5 45 7．7
G－7－233035 H 一15．5 0．8 2．O 一〇．4 一〇．6 22 45 7．7
G－7－333035 H 一15．7 1．1 2．8 一〇．4 0．6 44 45 7．7
G－7－433035 H ■工5．2 ユ．5 2．6 一0．7 O．3 43 45 7．7
G－7－533035 H 一15．2 1．O 2．2 O．O 0．3 67 45 7．7
G－7－633035 H 一！5．7 1．9 2．4 一〇．3 O．4 46 45 7．7
G－8－133025 H 一 9．2一0．5 1．4 0．O 一0．4 25 45 7．2
G－8－233025 H 18．7一0．4 1、ユ 0．O 一0．4 32 45 7．2G－8－333025 H 18．8 一〇．4 1，1 0．1 一〇．5 28 45 7，2G－8－433025 H 18．1 一0．3 0．6 0．2 一0．1 18 45 7．2G－8－533025 H ■ 8，4 O，0 1．O 0．1 一〇．2 18 45 7．2
G－8－633025 H ■ 8．4一0．1 0．9 0．O 0．1 20 45 7．2
G－9－133055 V 一37，3 3．3 2．7 一1．2 ユ．3 56 85 2．6
G－9－233055 V 一37．2 ユ．9 4，2 一〇．2 一〇．4 80 85 2．6
G－9－333055 V 一36．5 2．3 2．7 O．4一2．3 ユ06 85 2．6
G－10－133052 H 一34．4 3．5 2．4 一ユ、6 一0．8 47 108 2．8
G－10－233052 H 一34．6 2．8 0．1 一工．5 一0．5 50 108 2．8
G一ユ1－133052 V 一30．2 1．6 0．9 O．7 0．3 30 94 3．1
G一ユ1－233052 V 一31．0 3．0 ユ．3 一0．6 0．4 8 94 3．1
G一ユ2一ユ33045 V 一ユ5．6 0．6 2．6 一0．8一0．8 25 35 10．1
G－12－233045 V 一ユ5．7 0．9 3．2 一1．1一1．3 ユ6 35 10．ユ
G－12－333045 V 一ユ4．9 O．9 2．9 一0．6一1．335635 10．1
G－13－133035 V 一ユユ．ユ O．O 2．2 0．O一0．6 30 35 ユ0．1
G－13－233035 V 一ユユ．3 O．5 2．2 一0．1一0．3 22 35 1O．1
G－13－33035 V 一1L30．3 2．6 一0．2一0．6 23 35 10．ユ
G－13－433035 V 一10．9 0．4 2．1 一0．2一〇、4 25 35 10．1
G－13－533035 V 一11．ユ 0．3 1．9 一0．ユ 一0．2 20 351O．1
G－13－633035 V 一11．3 0．5 1．8 一0．3一0．3 18 35 10．ユ
G－14－133045 H 一19．2 1．9 2．7 一1．5一0．4 37 35 10．ユ
G－14－233045 H 一ユ8．4 1．ユ 2．O 0．0一0．4 33 35 ユ0．1
G－14－333045 H 一ユ8．8 1．5 2．7 一ユ．0 一0．6 36 35 ユ0．1
G－15－133035 H 一ユ3．5 O．6 2．4 一0．4一0．3 36 35 10．ユ
G一ユ5－233035 H 一13．5 0．8 2．3 一0．3一0．2 28 35 1O．ユ
G－15－333035 H 一13．3 0．8 2．1 一0．2一0，4 34 35 10．1
G一ユ5－433035 H 一13．O 0．5 2．0 一0．3一〇．ユ 3ユ 35 10．ユ
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2RUN β θ POLσ。 肌1） び（m）（deg）Oeg）（dB） （deg）（m／s）
F－2一ユ 330 0 65 H－29．620 7．0
F－2－2 33018065 H－33，720 7．0
F■3－1 330 0 55 H－25．025 6．4
F－3－2 33018055 H－27．3256．4
F－4－1 330 0 55 H－2511257．0
F－4－2 33018055 H－30．2257．0
F－8－1 230 0 65 V－33．780 4．9
F－8－2 23018065 V－32．8804．9
F－9－1 230 O 55 V－32．7804．6
F－g－2 23018055 V－32．O804．6
G－1一ユ 330 O 55 V－35．31100．9
G－1－2 33018055 V－42．01100．9









































































































































RUN θPOLσ20 PRESENTSASSIPRESENTSASSI（deg） （m／S） （dB） （dB） （dB） （dB）
F－7 25 V 4．9 2．72 0．39 2．88 4．48
G－4 25 V 2．7 1．00 0．27 7．22 4．93
F－1 25 H 4．0 一0．26 1．67 1．27 4．49
F－12 25 H 3．7 1．32 1．70 4132 4．54
G－8 25 H 7．2 一0．80 1．39 2．00 4．10
G－3 35 V 1．7 2．66 3．06 9．59 9，29
G－13 35 V 10．1 0．30 0．53 4．81 5．40
F－5 35 H 6．0 1．20 1．92 3．OO 5．55
F－11 35 H 4．2 2．30 2．19 4．55 6．10
G－7 35 H 7．7 1．40 1．73 4．90 5．17
G－15 35 H ユ0．1 2．06 1．52 3．29 4．76
F－6 45 V 4．8 O．48 2．77 5．56 8．57
G－2 45 V 0．7 2．26 6．79 8．99 15．01
G－12 45 V 10．1 一〇．06 1．21 5．77 6．08
F－10 45 H 4．9 2，60 2．32 4．76 6．40
G－6 45 H 8，1 3．26 1．95 6．75 5．53
G－14 45 H 10．1 1．34 1．79 5．59 5．15
G－9 55 V 2．6 4．34 4．39 8．57 11．25
F－13 53 V 8．8 1．50 1．65 6．65 6．58
G－1ユ 53 V 3．1 4．50 3．98 4．45 10．58
F－14 53 H 8．8 3．60 2．12 7．40 5．32
G－1O－153 H 2．8 3．80 2．78 6．70 7，57
小さくなる割合は，SASS　Iモデルに比べて今回の観測値の方が大きい．換言すれば観測値
が示す傾向は，風速の増加とともに急速に振幅が小さくなることを表わしている．
6．　まとめ
　海上風を海面の粗度から決定しようとする実験装置としてマイクロ波散乱計を試作した．
測定実験は平塚沖観測塔と航空機を利用して相模湾内で行った．得られた主な結果は次のと
おりである．
　（1〕観測塔では向い風方向の後方散乱断面積（NRCS）を150『の方位角範囲で測定し，水
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図18　NRCSの方位角分布における非一様性について今回の測定結果とSASS　Iモデル
　　　関数を比較したもの．〔1＞6m／sの場合のデータを用いた．
Fig．18Comp肛ison　of　the　p正esentエesult　with　the　SASS　I　model　function　about　ani－
　　　sotIopy　ofNRCS　azimuth　distエibution，under　the　condition　ofσ〉6m／s一
平偏波と垂直偏波の送受信の場合における入射角依存性，風速依存性を明らかにした．これ
らのデータはペンシルビームによる小さな海面の情報を時系列として求めたものである．
　（2）散乱計を航空機に搭載して行った実験では，円旋回及び直線飛行によって海面のNRCS
の性質を調べた．円旋回飛行においては全方位にわたる方位角分布を，海面への入射角をパ
ラメータとして得ることができた．直線飛行においては海面からのレーダ波の後方散乱の一
様性を評価した．また海岸に近い領域でのNRCSの変化を推定風速と対比して示した．
　13〕NRCSの方位角分布はcos級数の第4項までで充分に表現できる．向い風方向の決定は
第ユ項の分布を参考にして第2項で行うが，入射角が小さいときは必ずしも適用できなかっ
た．
　（4〕SASS　Iモデルと今回の測定結果を比較した．平均風速とNRCSの関係は観測塔での
結果では，同モデルよりも低風速においてNRCSの減衰が激しいことが見出された．航空機
を使った実験での両者の対比はばらつきが大きく，またデータ数が充分でないため，関数関
係を示すことが出来なかった．NRCSの方位角分布は同モデルと比べると風速が比較的強く
なると変動の振幅が急速に小さくなることが示された．
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7．おわりに
　マイクロ波散乱計は地上実験装置として製作された．従って航空機に搭載することは技術
的にも相当困難であったし，散乱計の性能にも限界があった．しかし全方位にわたるNRCS
は航空機からの海面探査以外に手段を持たないし，外洋での実験そのものが不可欠である．
今回強風時の測定を外洋で行う機会を得なかったが，航空機搭載実験を続けて広い風速範囲
のNRCSデータを取得する必要があろう．
　海面は波浪などの物理的な性質だけでなく，生物の生成する物質（リピッド・フィルム等）
による化学的な性質も持つ．そのため電波の海面での干渉は一層複雑なものとなり，NRCS
に含まれる情報は多い．海面の現象と電波（放射）の関係の研究は今後の発展を期待したい、
　この研究においてマイクロ波散乱言十に関する多くの基本的特性を明らかにすることができ
た．またこれから解明すべき点も指摘することができた．リモートセンシングにより広い海
域での風速分布を短時間に測定するというマイクロ波散乱計の開発研究の目標に向って大き
く前進したと言えよう．
　研究を進めるに当って平塚支所都司嘉宣博士には多大な助力をいただいた．感謝いたしま
す．
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